
対
象

　活動中は制服を着用してください。活動の様
子は写真撮影し、写真は区報や区ホームページ、
区公式SNS等に掲載します。併せて参加者の
氏名等も掲載する場合がありますので、ご了承
のうえ、お申し込みください。

　墨田区内在住在学の中学生で、夏休み期間中
に活動（テーマ決め、取材、原稿作成等）できる
方。募集人数は6人程度（抽選）です。抽選結果
は7月8日までに通知する予定です。

注
意
事
項

参加者の声

令和8年度 \墨田区報をみんなで作ろう！/

ジュニアジュニアレポーターレポータージュニアジュニアレポーターレポータージュニアレポーター
募集中！昨年度の

ジュニアレポーターが
作成した紙面の詳細はこちら！

申込みは裏面へ！申込みは裏面へ！

8月下旬のうち半日程度

読みやすく魅力的な紙面にしよう
作成した記事をブラッシュアップし、レ
イアウトやデザインを考えます。

7月末～8月中旬のうち1日程度

まちへ出て取材し、記事を作ろう
区内で取材（インタビュー、写真撮影等）
を行い、それを基に記事を作成します。

活動内容・スケジュール

区報10月11日号に掲載されます！
紙面が区民の元へ！紙面が区民の元へ！

7月21日（火）午後

どんな紙面にするか話し合おう
事前に考えた内容から取材テーマを決
め、取材先や質問を考えます。

メールで１・２回、
紙面の内容を確
認したら…
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墨田区のお知らせ

墨田区のお知らせ

2025年（令和7年）10月1
1日

2025年（令和7年）10月1
1日

☎ ＝電話　  ＝ファクス　  ＝Eメール　HP＝ホームページ

食中毒予防　食用と判断で
きないキノコは、絶対に採ら

ない！食べない！人にあげな
い！[問合せ]生活衛生課食

品衛生係☎5608－6943

お知らせ

お知らせ 各種証明書コンビニ交付サ
ービスの手数料を12月1日

～8年5月31日、10円に引き
下げます[問合せ]窓口課庶

務係☎5608－6100

うな思いで続けてきたか聞
くと、「亡くなった

人たちの思いを背負ってい
きたい」「どんなに

平和が大切かを伝えていか
なければならない」

と答えてくれました。

しかし、戦争の体験談を聞
くことは、時が経

てば経つほど難しくなりま
す。だからこそ、私

たち若者が戦争について
知り、平和の大切さ

を考え、ほかの人に伝えて
いくことが必要だ

と思います。世界では今も
様々な場所で戦争

が起こっていますが、戦争
を起こしていい理

由も、戦争から生まれるも
のもないというこ

とを、この取材から改めて
感じました。戦争に

ついて学び、体験した人の
記憶や思いを未来

へつないでいきたいです。

て、着物などと物々交換を
してもらわないと

手に入りませんでした。

空襲で浅草にいた家族を
亡くし、戦災孤児

になった中島さんからは
、当時の集団疎開に

ついてのお話を聞きました
。

中島さんは宮城に集団疎
開していて、当時

は空襲の恐ろしさを知らな
かったといいます。

唯一の情報源だった家族か
らの手紙は3月10

日を最後に来なくなり、東
京の悲惨な状況も

知らなかったそうです。

終戦から数か月が経った11
月末に、中島さん

は親戚に引き取られて疎開
先から東京へ戻りま

した。戦争が終わり、ほっと

している社会の雰囲気の中
、

親を失い孤児として生きてい

く残酷さを感じたそうです
。

お2人に戦争の体験を伝え
る活動をどのよ

資料だけでは分からない
、体験した人の言

葉だからこそ伝わる当時の
状況や思いがあり

ます。実際に戦争や空襲を
体験した、星野雅子

さんと中島邦雄さんからお
話を聞きました。

墨田区で生まれ育った星
野さんからは、東

京大空襲の体験談を聞きま
した。

星野さんは大空襲のとき
、今のすみだ郷土

文化資料館の近くにある
実家にいて、家族や

隣の家の方と一緒に錦糸
公園へ逃げ、生き延

びました。錦糸公園から上

野駅が見えるくらい、辺り

一面が焼け野原だったそう

です。

8月15日、終戦を知らせる
玉音放送を聴い

た星野さんは、戦争に負け
たことで「これから

日本や自分たちはどうな
るのだろう」と暗い

気持ちになったそうです
。戦後も数年は食糧

難や住宅難が続きました
。米や野菜も配給で

購入したものでは足りず
、闇市や農家を訪ね

■心と思いを込めた製品

ていないとのりがうまく
付かないため、慎重

に紙を整えて、満遍なくの
りを塗るのはとて

も集中力が必要な作業でし
た。

自分で紙を選び、のり

付けや刻印をして完成し

た世界に1つだけのメモ

ノートを見たときは、とて
も達成感がありま

した。ものづくりの工程を
間近で見学し、紙を

扱う職人の技を体験できた
貴重な時間でした。

作品を持って記念撮影！作品を持って記念撮影！

傾けてのり付けすることが
ポイントだと教わ

りました。
そして、のりが乾いた後、

のり付けした場所

以外の3辺を、長さ1m15
cmの刃が付いてい

る断裁機で切り整えます
。これを「三方断裁」

というそうです。断裁機は
、

製本用やメモブロック用
な

ど、それぞれに専用の物が
あ

るそうです。

最後に、ハンマーを使い、表
紙の厚紙に自分

の名前や日付などを刻印

して、メモノートが完成し

ました。

メモノート作りで特に難
しかった工程は、

伊藤バインダリーの製品
のこだわりの1つで

ある、手作業で行うのり付
けです。紙がそろっ

取材の中で、メモブロックと
ほぼ同じ工程で作

るメモノート作りを体験し
ました。

まず、メモの主役である紙
を選びました。柄

や色、紙質の違うたくさん
の種類の紙があっ

て、どれにするかとても迷
いました。次に、選

んだ紙の色合いや使い

やすさなどを考えなが

ら、紙の並び順や、メモ

を開く向きを決めます。

こうして土台が完成した
後は、いよいよの

り付け作業です。紙が少し
でもずれるとうま

くのりが付かないので、時
間を掛けて丁寧に

紙をそろえました。これは
とても大切な作業

です。そして、メモブロッ
ク

の1辺に刷
は け
毛を使ってのり

を塗っていきます。刷毛
を

■体験を終えて

■メモノート作りを体験
！

■世界中で愛される紙製品

■人とつながる道具を作る

■こだわりを大調査！

いるのか、なかなか分かり
ません。そのため、

自社独自の商品を作りた
いと考えるように

なったそうです。

伊藤社長に、ものづくりを
する上でのこだ

わりを教えてもらいました
。

メモブロックには、滑ら

かな書き心地の紙やしっ
か

りと厚みがある台紙など、
厳

選した素材が使われてい
ま

す。また、のり付けは機械
ではなく、手作業で

行っているそうです。商品
の形や大きさ、パッ

ケージ、カタログまで、一つ
一つ世界観が伝わ

るように工夫して作られ
ています。デザイン

を決めるときも、自分た
ち

の会社がどう在りたいか、
ど

ういう人に使ってほしい
か

を考えているそうです。

製品へのこだわりのほか
、社内の整理整頓

や元気な挨拶、丁寧に機械
を取り扱うことを

心掛けています。

伊藤社長が大切にしている
ことは、「正直で

あること」「諦めないこと」、
そして「道具を大切

すみだのものづくりに込
められた思い

こだわりを体験！

オリジナルメモノート作
り

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・
・

にすること」です。どれも
特別なことではあり

ませんが、長い年月を掛け
て同じ思いを持ち続

けてきたことが、会社の力
になっています。

最近はパソコンやスマート
フォンなどの電

子機器が広まり、紙を使う
場面は少なくなっ

てきました。それでも伊藤
社長や社員の方は、

届けたい人のために心を込
めて一つ一つの製

品を作っています。どんな
に小さな物でも手

を抜かずに作ることで、

シンプルでありながら

存在感のある紙製品が

生まれるのです。
また、「道具を大切にする」と

いう言葉には、た

だ機械を長持ちさせるとい
う意味だけでなく、

仕事そのものを大切にし、
紙の良さを引き出そ

うとする気持ちが込められ
ています。その姿勢

が、製品の細やかな美しさ
につながっています。

伊藤社長は、地元の

方とのつながりも大切

にしてきました。地域

に支えられてきたから

こそ、自分たちのもの

づくりを通して恩返し

をしたいと考えているそう
です。「すみだから

世界へ」。伊藤バインダリ
ーは、これからも紙

の魅力を多くの人に伝えて
いきます。

私たちは区内の製本会社を
取材し、ものづくり

の技術や製品に込められ
た思いに触れました。

株式会社伊藤バインダリ
ーは、長年培った

製本技術を基に、シンプル
で美しい紙製品を

作り続けている製本会社
です。広告物などの

製本加工から始まり、現在
はすみだモダンの

ブランド認証を受けている
「メモブロック」な

どのオリジナル製品も展
開しています。その

洗練されたデザインと確

かな品質は、国内外で高

く評価されています。

本所にある工場には直営店
が併設されてお

り、見学やワークショップ
を通して地域の人々

に親しまれ、多くの外国人
観光客も訪れてい

ます。ワークショップでは
実際に紙製品を作

る工程を体験でき、ものづ
くりの奥深さに触れ

られるのも大きな魅力の1
つです。

伊藤社長がオリジナル商品
を作り始めた理

由は、「お客様の顔を見て直
接商品を手渡しす

ることで、コミュニケーシ
ョンを取りたかっ

たから」だそうです。製本
加工では、依頼され

たカタログなどの完成品
は、誰が手に取って

お話を聞いたのは
お話を聞いたのは

代表取締役 伊藤雅樹さん

株式会社伊藤バインダリー
(本所2－16－9)

［営業時間］月曜日～金曜
日の午前

10時～午後5時　＊正午～
午後0時

50分を除く　＊祝休日を

除く　＊詳細は同社HP

を参照メモブロックの魅力メモブロックの魅力
すみだから世界へ！すみだから世界へ！
チームものづくり

みんなで記念撮影！
みんなで記念撮影！

■空襲と戦後の暮らし

■記憶をつなぐために

■来なくなった手紙

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・
・

戦争の記憶を言葉に…

次世代へ伝える空襲と疎開
の証言

今回は資料館の常設展

示に加え、9月まで開催し

ていた企画展「東京大空

襲80年〝空襲被害写真と

空襲体験画を見つめて〟」

も取材しました。

資料館には空襲に関する資
料が多く展示さ

れていて、それらは寄贈さ
れたものが中心で

す。空襲体験画は、2003年
に資料館がメディ

アを通じた呼び掛けを行
ったことで集まり、

約100人から、合計で30
0枚ほどの絵が寄せ

られました。 取材した中で一番

印象に残った絵は、

「亀戸駅付近〝強い

火
かえ ん
焰によって白骨化

した人々〟」です。こ

の作品には、空襲に遭い白
骨化した人々が、道

の両脇に重なる様子が描
かれています。しか

し、この絵を描いた人は、
当時骨は足元にも

あったと証言しているそ
うです。証言と絵の

資料館の展示で学ぶ歴史

■300枚の空襲体験画

内容が違うことを不思議
に思いましたが、記

憶のとおり描こうと思って
も描けないくらい

悲惨だったのだろうと想像
しました。

学芸員の石橋さんは、資料
館を訪れた人に

「戦争は本当にあったんだ
」と実感してもらい

たいと話していました。そ
のため、資料館の展

示は年齢や住んでいる地
域を問わず興味を

持ってもらえるように、「
間口の広さ」が意識

されています。悲惨な資

料も避けずに展示するの

は、来館者に「戦争」とい

うテーマの重さを感じて

ほしいからだそうです。

また、学芸員として空襲の
時間や規模などの

実態を詳しく調べ、来館者
が被害の様子をでき

るだけリアルに想像できる
よう努めているそう

です。空襲・戦争体験者か
ら話を聞く機会も、

積極的に設けていきたいと
話していました。

空襲・戦争体験者が描いた
絵や当時の資料

■来館者への思い　　　　
　　

■取材を通して

を実際に見て、多くの人々
の命を奪い、心を傷

つけた戦争を二度と起こし
てはいけないと感

じました。
空襲・戦争体験者の高

齢化により直接お話を聞

ける機会は減っています

が、空襲は日本の歴史の1

つとして、風化させては

いけないと思います。そし
て、同じ悲劇を繰り

返さないように、これから
は戦争を体験して

いない私たちの世代が、戦
争について積極的

に考えることが必要です
。すみだ郷土文化資

料館では、すみだの歴史や
空襲について詳し

く学べるので、ぜひ訪れて
みてほしいです。

学芸員 石橋星志さん

お話を聞いたのはお話を聞いたのは

すみだ郷土文化資料館
(向島2－3－5)

［開館時間］午前9時～午
後5時　＊入館は午後4時

半まで　＊月曜日、第4火
曜日、年末年始は休館　

＊休館日やイベント等の詳
細は区HPを参照［入館

料］ ▼個人＝100円　 ▼団体(20人以上)

＝1人80円　 ＊中学生以下、障害のあ
る

方とその介助者は無料

すみだの空襲すみだの空襲
今考える平和今考える平和

チームサンライズ

インタビュー
したことをパソコンを
使って書く、初めての経験
ができて楽しかった

です。

普段は会うことが難しいプロ
の方に、自分で考えた質問を
直接することができ、やりが
いを感じました。

取材で経験したこ
とが知識になり、学
校でも活用できる
ので、物知りになれ
ると思います。

地域の
イベント
を取材する中
で、墨田区の良さ
を改めて感じること
ができました。

自分の
知らないことについ
て、熱中して調べら
れて良かった
です。

S
エスディージーズDGs(持続可能な開発目標)は、私たちがこの地球で暮らし続けていくために、2030年(令和12年)までに達成を目指す世界共通の

17の目標です。本区は「SDGs未来都市」として、持続可能で幸せなまちづくりを着実に進めています。

紙面を編集！

紙面を編集！

村友哉木村友哉ささん
田勇次飛田勇次さんさん理乃大北理乃ささん

木 ん

大大
飛

大

チームものづくり チームものづくり 　墨田区は江戸時代から続くものづくりのまちで、和紙や印刷などの紙産業も発展してきました。今回取材したのは、その紙産業を支える製本会社です。本や冊子を仕上げる製本には、見えない部分に多くの職人技が詰まっています。伝統を守りながら、新しい挑戦を続ける〝すみだのものづくり”の魅力をお伝えします！
５５面へ面へ➡➡

テー
マを考えて取材！テー
マを考えて取材！

関智仁さん

山口遥叶さん

関関智 ん

山山口口口遥遥叶叶ささんん

チームサンライズ チームサンライズ 終戦から80年を迎えた今年、平和について改めて考えたいと思い、すみだ郷土文化資料館を取材しました。過去の出来事で終わらせず、戦争や空襲が起きた事実に向き合うことの大切さや、平和の尊さを強く感じました。難しいテーマですが、この特集が平和について少しでも考えるきっかけになればうれしいです。

４４面へ面へ➡➡

テーマはテーマは「産業」！
「産業」！

テーマはテーマは
「平和」！「平和」！

区内の中学生が区内の中学生が自ら自ら区報の特集記事のテーマを決め、取材、執筆、紙面の作成を行う「区報ジュニアレポーター」。今年は5人の区報ジュニア

区報の特集記事のテーマを決め、取材、執筆、紙面の作成を行う「区報ジュニアレポーター」。今年は5人の区報ジュニア

レポーターが2チームに分かれ、異なるテーマで今号4・5面の特集記事を作成しました。多くの方に読んでもらいたいと、心を込めて作成し

レポーターが2チームに分かれ、異なるテーマで今号4・5面の特集記事を作成しました。多くの方に読んでもらいたいと、心を込めて作成し

た力作です。ぜひ、ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た力作です。ぜひ、ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[問合せ][問合せ]広報広聴担当☎5608－6223
広報広聴担当☎5608－6223
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墨田区のお知らせ

発行 ： 墨田区（広報広聴担当）☎5608－1111代表　〒130－8640墨田区吾妻橋一丁目23番20号 https://www.city.sumida.lg.jp/

1
墨田区のお知らせ2025 年10/11（令和 7 年）

◆2面以降の主な内容2・3面 ･･････ 教育委員等3・6～8面 ･･･講座・教室・催し・募集4・5面 ･･････ 区報ジュニアレポーター

毎月 1 日・11 日・21 日発行

NO.2157

2025年（令和7年）10月11日

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



【申込方法】
本申込書を直接または郵送、ファクスで、
〒130－8640 墨田区吾妻橋1－23－20
広報広聴担当 区報担当(区役所6階)
☎5608－6223・FAX5608－6406へ

【申込期限】
6/30(火)
(必着)

令和8年度 墨田区報ジュニアレポーター申込書

ふりがな
年齢 　　　　　　　歳

氏名

住所
〒　　　　　　－

電話番号1 □ 自宅　□ 携帯電話
(氏名　　　　　　　　続柄　　　)

電話番号2 □ 自宅　□ 携帯電話
(氏名　　　　　　　　続柄　　　)

Eメール
アドレス1

氏名
（続柄　　　)

Eメール
アドレス2

氏名
（続柄　　　)

学校名 　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校 学年 　　　　　　年生

応募理由　
(本人直筆)

申込日　令和 8 年　　月　 　日

【保護者の方へ】 以下の2点をご確認のうえ、□にチェックをご記入ください。

活動中は制服を着用することと、氏名や活動中の写真などを区報や区ホームページ、区公式SNS等
に掲載することを承諾します。
墨田区報ジュニアレポーターの企画内容を了承のうえ、申込みを承諾します。

（保護者氏名・直筆）

＊5MB程度のデータの送受信が可能なもの

＊5MB程度のデータの送受信が可能なもの

＊申込時点


